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令和５年１月１９日

令和４年度 学校評価 自己評価書（２学期）

１ 学校経営の重点

① 確かな学力の定着に向けた授業改善，主体的学習態度を育む指導

② 時や場所を考えて適切に判断し，行動できる力を育む指導

③ 安全意識を高め感染症対策等心身の健康を育む指導及び部活動の活性化

④ 困難にも諦めずに取り組む心や自他を大切にする心を育む指導

⑤ 一人一人の進路目標達成に向けた指導

⑥ 教育の情報化の推進，情報モラルの遵守指導

⑦ 信頼される教職員・学校を目指した取組，業務・職場環境改善の推進

⑧ 地域を生かした教育，鶴岡第二中学校（兄弟校盟約）との交流推進

２ 課題と改善策 ※ 評価は職員による４段階評価の平均

※ 比は１学期との比較（±0.2以下は→）

評価項目 評価 比 状況及び改善の方向

重 １「確かな学力」の定着に向 3.3 → ・ 授業内容(教科書の進み具合)は計画通りである。

点 けた授業改善，主体的学習 定着の低い内容は，Web問題等も活用した指導にも

① 態度を育む指導に取り組ん 取り組む。

でいる。 ・ 全教科で指導の工夫に取り組み，研究授業をとお

して検証し，タブレット活用も行なう。

重 １ 時や場所を考えて適切に 3.2 → ・ 規律ある行動や人権尊重の言動は生徒の実態とし

点 判断し，行動できる力を育 て満足できる状況ではないので，生徒会活動とも関

② てている。 連付けて取り組んだ。

２ 自己有用感を高めるため 3.4 → ・ 生徒会が関わる活動を増やしたことで生徒会役員

に，生徒の良さを認めたり 等のリーダーの意識が高まってきた。各学年・学級

相談にのったりしている。 の活動も充実さ せる。

重 １ 安全意識を高め感染症対 3.4 → ・ コロナ禍で校外ではマスクを外す指導や黙食中止

点 策も含めて心身の健康を育 の検討等を行なった。新しい生活様式の定着に向け

③ む指導に取り組んでいる。 全校体制で取り組む。

重 １ 自他を大切にし，困難に 3.5 ↑ ・ コロナ禍で早めに立案をして，工夫改善して行事

点 もあきらめない心の育成に (体験活動)を行なった。文化祭や校内持久走･駅伝

④ 取り組んでいる。 等では，協力場面を作りながら取り組めた。

重 １ 一人一人の進路目標に応 3.3 → ・ ３年生では三者面談を通した進路の選択がなされ

点 じた指導に取り組んでいる。 た。面接指導も含め，受検等進路選択へ自信をもた

⑤ せる指導を計画的に行う。

重 １ 教育の情報化に取り組み， 2.8 → ・ １人１台タブレットを活用する機会が増えてき

点 ICTを効果的，効率的に活 た。使用する中で，課題等を解決していき，効果的，

⑥ 用している。 効率的な活用法を探っていく。



重 １ 教職員としての自覚と責 3.7 → ・ 学力向上に向けて，研究授業での協議や学力検査

点 務をもち，日々の教育活動 分析を活かした指導を充実させていく。

⑦ に取り組んでいる。 ・ 個々で勤務時間外勤務には差がみられる。退校時

２ 教職員個々の業務改善の 3.0 → 刻は概ね良好である。校務時間確保に教務係が工夫

取組である，「1Try」を実 して取り組んだ。より効果的で効率的な改善を工夫

践している。 していく。

重 １ 地域の特色や人材・施設 2.6 → ・ 鶴岡第二中学校との交流は生徒会を中心にオンラ

点 を生かした教育活動を行っ イン交流が２回実現できた。３学期も盟約後援会と

⑧ ている。 も連携して計画的に取り組んでいく。

３ ３学期に向けての取組

（１）進級，進学に向けて，学習定着度調査等の分析を基に授業で定着を図る場を設定するなどして，

必要な学力を身に付けさせたい。

（２）いじめ問題等，生徒指導上の課題把握をアンケートや日常の観察，相談等から発見し，学年部

全体など組織で対応し，その解決に取り組みたい。

（３）令和５年度の教育課程編成では，コロナ禍における対策とともに，自ら考え自ら学ぶ姿や互い

を認め合う姿の育成を目指した計画作りを学校全体で行いたい。


